
 

 

 

 

 

 

実りの秋 
校長  和田  祐一郎  

学芸発表会当日の朝は、新しい会場であるせたがやイーグレットホール世田谷区民

会館の前に期待と緊張感に胸を膨らませた生徒たちが参集しました。クラスによって

は風邪やインフルエンザで欠席の生徒が多くいるクラスもありました。舞台発表で

は、生徒一人一人が自分たちにできることを最大限やりきる姿を見ることができとて

も頼もしかったです。特に最後の「千歳中学校の合唱コンクール」を迎えた３年生の

パフォーマンスは圧巻でした。それぞれのクラスがクラスの努力や思いを、合唱にの

せ１、２年生に見せてくれました。その３年生各クラスの歌が、３学年全体として、

この合唱を引き継いでほしいという願いを伝えているようにも感じました。  

「実りの秋」とは夏の暑さを越えて育った穀物や果実がいよいよ収穫の時期を迎え

るという、歓喜のイメージを実感する言葉です。これは作物に限らず、皆さんが学芸

発表会のために、努力し協力して歌声をそろえて合唱コンクールにも当てはめられる

ものです。生徒の皆さんが目まぐるしいほどの成長ぶりを見せてくれたことが、まさ

に「実りの秋」と言えます。この千歳中のよき伝統を引き継ぎ、さらに発展させてく

れることを確信した素晴らしい行事となりました。  

先月の３１日に行われたせたがやイーグレットホール世田谷区民会館を会場にした

学芸発表会は平日にもかかわらず、ＰＴＡや地域の方々のご支援をいただきながら、

多くのご来賓の方、保護者の方に参観していただき、また、温かいご声援や励ましを

いただきありがとうございました。  
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スクールカウンセラー出勤予定日 
※千歳中相談室直通電話 

 （３３００）７３２１ 

杉本  尚子  12/1(月 )12/8(月 )12/15(月 )12/22(月 ) 

麻生奈央子  12/4(木 )12/11(木 )12/18(木 ) 

桂  玲  12/5(金 )12/12(金 ) 

三回目の学芸発表会を終えて 
学芸発表会実行委員長  

３年Ｆ組  若松  優里奈  
私は、賞にとらわれず誰もが笑顔になれ

るような学芸発表会を創るため、三年間実
行委員を務めました。最後の学芸発表会、
最上級生、実行委員長としての責任感も重
なり、今年度はずっと不安を感じていまし
た。  

去年は、周りの力を借りることの大切さ
を見落としていたので、今年度は全員で学
芸発表会を謳歌するため、様々な意見を取
り入れ、周りを頼りながら仕事をしまし
た。クラス全員で練習を進められたこと、
応援し合いながら共に頑張ってきた実行委
員の仲間たちと喜ぶことができて本当に良
かったです。  

どの学年もたくさんの苦労があったと思
いますが、一人一人がそれを感じさせない
生き生きとした表情をしていて、客席まで
努力が伝わる素晴らしい合唱でした。一、
二年生は学芸発表会において本当の価値を
もつのは賞ではなく練習過程だということ
を忘れないでほしいです。楽しむことの大
切さをもっと学校全体に広め、次  
回も今年度に引き続き素晴らしい  
結果を残せることを祈っています。  

学芸発表会を終えて 
学芸発表会実行委員学年代表  

２年Ａ組  市川  采門  
みなさん、妥協をせず最後までやり切る

ことはできましたか？今回の学芸発表会は
朝練習、第二部のない、あっさりとした学
芸発表会でした。でも私はどんな学芸発表
会も大好きです。放課後の廊下で、毎日美
しい音楽が響き合う、過ごしていて心地よ
いです。二年生の歌声は、三年生になる準
備ができている合図のように私には聞こえ
ました。私たち二年生は委員会、部活動な
どのバトンを三年生から受け取り、千歳中
を引っ張っていく存在になるわけです。迎
えた学芸発表会、私たちは各クラスでシナ
ジーを作ることに成功しました。二学年は
目標に向かって団結し、 120％の力を出せ
る学年に成長しました。来年どんな合唱を
聴くことができるのか、わくわくして夜も
眠れませんね。自分たちは、三年生として
ふさわしい、クールで仲間思  
いの学年になると思います。  
思い残すことのないように、  
次の合唱も妥協なく頑張りま  
しょう。  

学芸発表会を終えて 
学芸発表会実行委員  

１年Ｄ組  木下  蒼  ショーン  
 僕は、学芸発表会を終えて、感じたこと
が三つあります。  
 一つ目は、どのクラスもレベルが高くて  

びっくりしたことです。学芸発表会では、
一年生は評価基準により、金賞一つ、銀賞
二つ、銅賞三つでした。でも僕は一年生の
合唱を聴いて、どのクラスも金賞レベルだ  
と思いました。  

二つ目は、他学年の合唱に大きな刺激を
受けたことです。一年生に比べて、声量や
立ち振る舞いがとてもすごく、来年からは
先輩を上回るような歌や態度で学芸発表会
に臨みたいと感じました。  
 三つ目は、学芸発表会実行委員になって
いろいろなことを経験したこと  
です。大変なことや難しいこと  
もありましたが、終わってみる  
と少し寂しさがあります。  

高校の先生の出張授業を受けて 
２年Ｃ組  藤田  心太朗  

 僕は、生成 AI について学びました。メ
リット、デメリットについてより詳しく知
ることができました。メリットは、レポー
トを書くとき、テーマ、題名、内容につい
て箇条書きをすれば、それに合わせた文章
を作ってくれることや、自分の考えや書き
たいことを生成 AI が文章としてまとめて
くれ、自分には思いつかないマルチな発想
を出してくれることです。デメリットは、
間違った情報や AI 動画があたかも真実の
ように流れることがある、自分で考えられ
なくなるなどです。今後の AI 
との付き合い方では、 AI を悪  
用しない、情報をうのみにしな  
い、過剰に使わない、というこ  
とを行っていこうと思います。  

英語スピーチコンテストを終えて 
３年Ｆ組  佐藤  花音  

英語スピーチコンテストを終えて今回、  
初めて英語のスピーチコンテストに参加
し、多くの人に支えていただいたことを感
じました。準備段階では、放課後や休み時
間の練習に先生方もお付き合いくださり、
丁寧なアドバイスをいただいたことでスピ
ーチ内容を練ることができました。そのお
かげもあり、自信をもって本番に臨むこと
ができたことをとても感謝しています。本
番では緊張から少し噛んでしまう場面もあ
りましたが、これまでの練習を思い出して
落ち着きを取り戻すように努めたところ、
結果としてこれまでで一番良いスピーチが
できたと感じています。特に、身振り手振
りや目線の送り方など、表現がうまくでき
たことが嬉しかったです。今回の  
経験を通して得た学びを、今後の  
発表やコミュニケーションに生か  
していきたいです。  


